
ご
脚
力
蔵
松
山
山
野
一
一
一
一

N

川
橋
主
勝

H
A

詳
子
宮
抽
出
t

中
官

安
終
身
腕
時
川
川
勝
同
一
高
委
員
会
中
市
委
員
令

室
長
治
促
進
委
員
会
一
委
員
長
島
津
清
雲
瓦
星
野
王
立
会
人
暴
力
厳
重
完
語

鳥
浄
清
鈴
木
竹
次
郎
一
副
委
員
長
鳥
海
降
副
委
塁
杉
山
熊
一
一
一

H

根
岸
蹴
次
郎
コ
鳥
海
湾

建
設
委
員
会
運
副
次
郎
一
委
員
再
構
一
一
一
郎
雲
加
藤
武
神
奈
川
川
泉
都
市
計
一
翠
骨
一
会
良
川
水
害
予
防
総

委
員
蚕
謀
議
開
栄

7

霊
安
郊

N

川
口
賢
一
一
議
会
委
員
一
議
会
議
員

喜
重
渡
辺
君
郎

μ

加
務
室

7

加
藤
力
蔵

H

津
関
空
委
員
宮
川
清
三
郎
一
議
員
大
橋
長

雲
市
溝
口
…
郎
か
神
話
室
郎

7

安
藤
好
関

H

中
丸
玄
議

ρ

童
話
一
教
育
委
員
へ
議
会
費
)

安
藤
高

H

鈴
木
徳
治
郎
一
ρ

部
申
定
四
郎

ρ

古
豪
語

H

鈴
木
亀
治
郎
一
豪
安
治

川
口
賢
一
一
一
H

藤
沢
俊
純
一
H
m

巾
裏

M
H

附
僚
閏
尾
貞
治
N

古
家
安
努
町
治
問
一
酔
監
皿
串
資
且
委
同
員
民

F受
詰
蓬
謹
出
巴

}
 

鈴
十
水
小
由
亀
唱
治
郎

N

出
守
叶

u
4蕗
盛
覚
之
川
防
即7

出
符
川
川
勝
首
ρ

矢
島
藤
造

ρ

附
筏
出
目
濯
尾
貞
治
一
奥
津
光
太
部

色i
E
5

一2おE
E
=
E
E
E
F
E
z
E

一
阜
主
阜
主
一
主

録
量
縫
予
予
偽

A去f草
崎
註h酪v
悶
弘
醐
z
許ε
ド
主
匂
し
し
:
静
「
、
玲
〆
耐
:
P

一
組
問
吋
あ
り
て
も

ζ

の
立
場
を
全
然
忘
れ
一
陀Z一
語
口
一
富
皇
室
霊
童
話
一
言
一

Z一
室
一
言
喜
一
言
語
告
さ
き
吉
一

Z一
言
語
-

A
持
一
委
主
詳
し
約
一
一
戸
叫
ん
同
町
民
間
一
円
一
言
論
喜
一
?
?
一
一
言
一
一
一
一
一
山
一
一
討
す
設
一

ふ
も
襲
警

F

か
く
考
え
ま
す
よ
議
長
と
た
行
動
ぱ
し
は
い
聖
公
約
し
て
一
信
り
一
平
塚
市
監
査
委
員
襲
撃
一
へ
十
一
月
叶
)
一
五
九
四
、

O
ニ
O
Rの
事
故
意
、

私
議
譲
襲
撃
襲
察
し
て
の
私
の
責
任
は
震
に
一
手
。
脅
警
に
自
己
の
護
章
一
間
座
長
吉
一
一
月
十
九
日
平
塚
市
土
義
一
早
急
に
処
理
ざ
れ
る
よ
う
促
進
互

にT

議
議
擁
し
て
大
主
主
が
あ
る
一
境
し
な
い
様
葬
場
う
べ
き
で
あ
る
昭
和
二
十
九
年
十
月
よ
り
翌
年
目
一
一
月
一
一
十
五
日
平
塚
市
旭
章
一
一
室
す
る
。

戸
九
州
し
畿
牽
議
議
問
議
離
と
患
い
ま
す
。
君
主
と
添
い
ま
す
。
意
地
方
自
治
体
め
前
一
で
の
縄
地
方
自
治
法
書
九
十
九
条
第
一
旭
小
学
校
一
ニ
、
昭
和
一
一
十
九
年
度
予
算
に
で
旦

で
パ

J乙
撃
襲
撃
亀
市
民
主
か
震
の
通
一
途
は
そ
の
財
政
事
態
か
ら
し
で
喜
一
一
一
一
環
並
び
に
第
ニ
富
十
重
一
喜
一
一
一
月
九
日
審
議
室
一
建
築
工
費
量
肯
小
学
校
重

ぺ
\
議
議
議
欝
鶏
議
機
鳴
り
今
回
の
市
長
選
挙
に
際
一
懇
で
あ
り
ま
す
。
特
に
平
塚
市
政
に
込
書
籍
在
基
く
撃
を
執
一
行
し
た
。
一
{
十
ニ
月
分
〉
一
築
工
事
、
警
護
番
重
工
甫

議
議
議
議
襲
警
し
一
戸
川
新
市
長
の
た
め
に
一
山
積
し
た
然
量
殺
に
解
決
す
べ
き
震
一
そ
の
結
果
実
の
と
お
り
公
表
す
る
。
一
一
一
月
十
六
日
平
塚
市
議
会
事
務
局
一
春
日
野
草
校
第
一
一
重
量
事

ノ
ノ
一
一
←
=
記
長
震
に
し
で
戦
つ
一
書
緩
が
あ
り
ま
す
。
世
話
問
題
一
十
月
二
十
二
日
雲
市
建
築
様
一
ニ
月
ニ
十
一
一
一
日
毒
事
業
務
一
主
要
事
護
主
義
亘

書
議
会
主
が
は
か
ら
ず
も
議
長
一
た
者
で
あ
り
ま
す
の
で
戸
川
皇
室
一
の
解
決
の
た
め
夏
、
と
を
雪
れ
十
月
二
十
八
日
月
続
出
納
検
査
一
一
一
一
月
一
日
月
例
寝
室
一
の
最
悪
五

O
究
実

O
警

に
選
ば
れ
ま
し
長
は
者
雪
量
一
普
遍
裏
つ
べ
き
公
約
書
と
議
た
任
期
で
は
あ
り
ま
す
が
)
御
在
よ
一
元

Z

一
へ
一
河
合
型
一
一
度
に
く
各
工
費
筆
ニ
月
十
聞

で
号
ま
す
。
総
て
物
語
が
大
型
一
務
が
あ
る
訣
て
き
し
て
一
震
の
喜
一
き
著
者
と
な
り
手
嘉
一
そ
費
一
十
一
月
五
、
音
一
選
禁
事
査
一
一
貫
九
日
平
塚
市
秘
喜
一
日
蓄
を
締
結
せ
あ
島
で
、
翠

あ
る
事
は
私
か
内
申
し
き
る
を
な
一
を
感
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
市
長
一
見
す
重
で
あ
り
ま
す
。
露
呈
±
月
二
十
二
日
平
塚
市
選
挙
章
一
一
一
月
十
八
日
月
例
出
納
壁
一
期
日
望
月
十
八
日
、
空
揚
尽

い
要
じ
あ
り
ま
す
o

今
後
の
四
ヶ
年
間
亘
書
薮
露
関
)
で
あ
り
私
は
か
ら
な
る
襲
警
市
広
報
室
じ
で
一
委
員
会
一
〈
一
一
月
分
、
一
一
一
一
月
一
一
一
士
宮
と
な
っ
て
い
る
あ
、

一
の
市
議
会
の
選
第
芸
品
く
か
ど
一
撃
(
襲
警
で
あ
り
ま
す
の
で

7嵩
い
幸
次
第
で
あ2
子
。
一
十
一
月
二
十
六
日
月
例
議
検
査
一
一
一
一
月
ニ
十
一
一
一
司
平
塚
市
消
防
本
部
誠
事
日
ま
で
に
竣
手

う
か
は
か
か
り
て
こ
の
最
初
の
手
の
一
立
場
は
当
然
異
な
る
も
の
が
め
り
ま
す
一
へ
昭
和
一
一
一
十
年
五
月
十
九
日
記
)
一
千
丹
念
一
四
月
五
、
士
一
日
平
塚
市
襲
隷
一
不
可
能
で
あ
っ
た
。
か
く

一
遺
書
語
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
塁
戸
川
市
長
の
よ
毒
事
安
心
義
一
一
十
ニ
月
一
一
一
日
平
塚
市
衛
生
輔
耕
一
回
亭
八
日
平
塚
市
議
会
筆
者
一
契
約
は
、
蓄
を
無
視
せ

主
に
つ
け
て
も
、
乙
の
「
広
報
之
島
-
一
十
一
一
号
、
八
、
九
、
十
一
一
一
、
十
月
一
四
月
二
十
七
日
高
寝
室
一
形
式
的
な
契
約
で
あ
り
、

と
申
寸
お
も
、
事
喜
望
形
式
一
!
l
i
l
l
-
J
i
l
i
l
i
-
-
J
i
l
-
-
i
i

一
十
八
尽
一
(
一
一
万
台
別
記
二
一
望
を
期
す
る
な
内
諸

だ
け
の
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
親
し
み
一
会
」
と
で
も
言
ぞ

t
t
t

諒
内
て
、
占
一
代
1
K
亡
く
し
佐
藤η
と
す
る
と
と
尺
一
江
て
す

i

一
一
一

一
一
一
一
昭
和
一
一
十
八
年
度
決
算
審
査
一
検
査
の
結
果
左
記
事
項
を
除
く
他
滋
一
関
を
慢
き
早
め
い
着
工
す

の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
は
、
せ
っ
か
く
一
に
お
ち
な
い

ζ

と
が
あ
っ
た
ら
高
も
一
は
、
つ
ね
に
正
し
き
も
の
の
味
方
孝
一
た
ま
た
ま
、
き
ょ
う
は
市
議
会
員
一
十
一
一
月
二
十
一
日
韓
出
紡
検
査
一
豆
こ
処
警
れ
て
ゐ
る
。
一
計
る
べ
き
で
あ
っ
た
よ
叫

費
用
を
か
け
て
出
し
て
も
、
意
味
の
な
一
受
け
、
こ
ち
ら
な
同
御
説
明
も
申
し
上
一
る
世
論
酬
の
力

t

す
。
真
中
間
民
に
働
く
人
一
銭
日
で
も
あ
り
ま
す

o

明
朗
な
選
華
に
一
l
i
-
-
-
-
1
1

恥

l

幅

警
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
下
乙
と
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ま
の
お
鉛
豆
、
そ
九
な
機
会
も
持
ち
た
い
と
思
一
昨
互
の
正
し
い
声
に
苦
持
、
世
論
一
よ
っ
て
当
選
さ
れ
た
覇
語
議
会
議
一

の
卒
、
震
の
み
早
喜
一
壁
書
し
て
、
み
な
さ
ま
か
ら
関
一
っ
て
い
ま
す
。
と
つ
で

L
4
3
0

と
な
結
集
し
て
そ
れ
を
カ
君
、
わ
た
く
一
員
の
な
か
か
ら
、
す
ぐ
れ
た
重
さ
ん

h
i
j
J
e
t
t
i
-
-
J

ま
な
、
た
ぶ
急
告
の
て
い
た
だ
い
て
い
長
の
一
行
事
、
市

τ足
せ
い
訴
え
れ
ば
さ
っ
そ
ぐ
は
じ
し
は
公
約
重
皇
一
孝
刀
強
く
ふ
一
ゃ
、
立
派
な
都
議
長
三
支
店
れ
一
工
一
一
丹
静

乙
と
と
思
い
ま
す
。
き
一
敬
遠
営
の
突
さ
い
の
す
が
午
、
ま
た
一
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
主
。
一
み

ι

め
て
ゆ
き
た
い
。
一
言
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
な
か
一

v
z
i
、

と
に
ご
も
っ
と
も
で
すo
r露
店
催
し
も
の
だ
の
を
習
の
一
な
お
、
籍
者
と
し
で
、
童
話
一
乙
の
縞
を
し
た
た
町
て
い
る
と
き
、
一
号
委
員
霊
堂

cう
け
に
な
っ
て
、
乙
二
議
金
メ
甲
抑
制
…

襲
さ
ん
に
も
つ
一
章
一
に
、
「
広
報
」
の
出
る
の
が
格
言
て
ん
っ
て
公
約
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
一
東
京
都
在
の
長
田
聞
か
ら
、
わ
た
く
し
一
れ
か
お
室
長
選
幸
三
万
一

4
i
i
i
j
i
-
-

‘
2
・

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
おτ
い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
、
乏
を
よ
円
そ
の
実
現
に
は
予
期
し
な
い
一
の
ぞ
く
す
る
東
書
家

2
7
ブ
童
じ
が
た
も
き
ま
る
わ
け
で
す
。
ど
星
、
一
一
日
建
設
常
任
議
雲

考
λ
に
な
っ
た
方
が
た
の
一
ん
な
「
広
報
」
に
し
た
い
も
の
だ
と
忠
一
量
産
じ
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
、
政
治
一
て
、
ダ
リ
ヤ
の
株
一
万
票
市
撃
に
ナ
凡
な
さ
ま
も
言
た
い
下
さ
い
。
一
市
営
住
宅
及
び
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ヱ

乙
の
た
び
、
わ
た
く
し
か
、
み
な
さ
一
多
か
っ
た
の
も
、
も
っ
と
も
さ
と
だ
一
っ
て
お
り
ま
す
。
一
刀
や
手
腕
の
か
わ
在
、
か
ね
て
わ
た
一
髄
苔
ま
し
た
。
卒
、
わ
れ
わ
れ
の
主
一
事
蓄
え
た
ち
も
、
選
挙
の
前
一
の
執
行
に
つ
い
て
審
議

ま
の
御
喜
を3

て
、
市
長
に
え
ら
一
患
い
ま
す
。
ま
だ
、
就
任
そ
う
そ
う
一
広
報
活
動
の
だ
、

5
2

立
、
ョ
一
く
し
か
蓄
し
で
ま
、
っ
た
「
援
と
誠
一
む
平
塚
市
案
化
す
る
運
動
の
一
つ

U
一
後
は
お
ち
つ
か
な
か
っ
た

ι
と
と
獄
、
一
四
日
総
務
常
任
霊
会

ば
れ
ま
し
た
。
と
っ
そ
よ
ろ
し
く
お
一
の
乙
と
な
の
で
、
異
体
的
議
室
げ
一
号
も
な
い
己
主
リ
匹
、
丸
山
市
突
」
に
き
「
人
の
和
」
の
そ
誠
一
与
、
わ
た
ぐ
し
が
公
約
し
た
「
お
一
一
ま
す
が
、
そ
の
た
め
あ
ふ
い
は
市
民
む
平
塚
訳
書
撃
の
件
に
つ
い
て

ね
が
ど
し
ま
す
。
室
長
一
て
、
主
主
主
警
察
い
一
民
の
み
な
さ
ま
高
の
当
局
長
亘
書
、
五

2
2

喜
一
パ
イ
運
動
」
の
重
量
け
る
た
め
に
一
み
き
ま
忘
れ
わ
く
を
お
か
け
し
一

t

財
政
常
任
委
員
会

さ
ん
も
、
戦
災
雪
つ
け
て
ひ
ど
い
章
一
定
困
難
な
も
の
で
あ
る
主
い
う

ζ

一
の
つ
な
が
り
を
も
つ
た
め
て
そ
れ
に
一
事
す
か
ら
、
み
な
さ
ま
も
わ
た
く
し
一
品
習
も
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
一
を
と
も
あ
ろ
う
か
と
鼠
わ
れ
ま
す
が
一
須
賀
霊
賀
状
に
つ
い
て
審
議

を
5
8
2

わ
が
護
軍
復
興
す
一
と
を
、
み
な
さ
ま
に
う
ち
あ
け
て
お
力
一
よ
っ
て
み
な
さ
ま
の
霊
に
た
い
す
る
き
ベ
ん
た
つ
下
す
っ
て
、
習
の
平
一
や
が
て
市
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
「
な
で
し
一
い
ま
は
も
う
お
ち
つ
い
て
、
新
し
い
市
一
治
審
襲
雲

る
た
的
に
、
市
議
会
議
員
の
方
が
た
と
一
添
え
+
伊
〕
ね
が
う
段
刷
用
に
な
っ
て
お
り
ま
一
関
、
心
主
高
ま
り
、
し
た
が
っ
て
よ
い
市
一
塚
市
の
発
展
の
た
的
、
市
民
生
活
の
福
一
乙
」
の
穏
も
み
な
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
一
長
の
わ
た
く
し
の
気
持
ち
を
ぐ
ん
で
、
一
箆
番
強
設
方
針
に
つ
い
て
審
議

士
一
に
、
過
去
百
八
筒
革
苦
労
そ
し
て
下
さ
一
せ
ん
が
、

ζ

れ
は
次
高
め
号
あ
た
り
で
一
政
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
問
る
く
一
位
向
上
の
た
的
に
、
御
協
力
ね
が
い
た
一
つ
ち
か
い
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。
と
九
な
一
日
常
の
職
務
の
上
に
も
そ
-
れ
な
反
映
さ
一
八
日
公
営
事
業
常
任
委
開
会

い
ま
し
た
。
そ
の
お
骨
折
り
に
た
い
し
一
議
官
「
重
量
」
と
で
も
い
-
つ
も
一
幸
福
な
市
民
生
活
が
き
ず
か
れ
て
ゆ
く
一

E

思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
く
し
ひ
一
せ
ま
い
土
地
で
も
、
毒
薬
し
、
と
せ
て
い
る
こ
と
と
添
い
ま
す
。
み
三
一
一
一
月
奪
還
寝
足
つ
い
で
審
議

5

、
み
な
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
、
土
の
を
発
表
し
て
、
み
な
言
こ
な
っ
と
す
て
奇
か
ら

J
G
つ
ぞ
「
広
告
乏
と
り
の
刀
で
は
、
な
に

2

つ
で
き
ま
一
に
親
し
み
元
議
事

yど
こ
ろ
か
意
義
な
の
で
す
か
ら
、
仕
事
は
ど
一
十
一
一
日

i
一
一
十
一
一
一
日

一

l

一
、
;
、
一
一
…
し
ど
し
さ
せ
て
下
さ
る
￡
芝
、
量
一
市
議
会
議
会

か
ら
廠
謝
い
た
し
た
い
と
鼠
い
ま
す
。
一
く
し
で
い
た
だ
き
、
力
ま
わ
七
で
、
一

L
L

し
で
育
て
て
L
7
5
1
1
0

市
議
会
議
員l
Aの
御
J一
月
間
怒
川
芽
生
え
ま
芝
。
警
の
一
が
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
一
次
の
霊
長
確
定
し
た
。

そ
の
あ
と
を
つ
け
た
わ
た
く
し
は
、
五
重
帯
の
や
り
く
早
建
て
直
し
に
一
児
ざ
い
一
習
わ
き
に
宅

L

る
わ
一
カ
は
申
す
ま

E
F
2
7

よ
情
は
、
ζ

ん
な
さ
さ
や
か
な
苦
か
ら
一
撃
の
襲
拶
手
。
く
つ
ろ
い
だ
一
重
第
一
号
平
塚
市
旅
費

政
治
に
は
ま
っ
た
く
の
し
ろ
う
と
で
、
一
取
り
か
か
ら
ね
は
な
ら
ぬ
と
か
九
が
え
一
け
で
す
が
、
「
豊
富
た
あ
と
、
一
去
、
塁
々
義
の
乙
ん
に
ち
で
は
、
吉
ぐ
く
ま
れ
、
わ
が
平
塚
市
は
お
た
一
お
気
持
ち
で
お
読
み
下
さ
に
へ
五
月
一
例
の
認
を
霊
す
る
条
例

奪
三
よ
り
政
治
的
な
手
腕
も
な
げ
れ
ば
一
て
い
る
次
第
で
す

o

ぶ
り
に
名
づ
け
る
な
ら
、
「
広
報
際
招
致
世
婦
の
カ
ほ
と
強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
一
が
い
に
住
み
よ
く
暮
し
よ
い
町
に
な
る
一
十
八
日
記
、
市
長
護
に
で
}
一
議
案
第
ニ
号

人
時
加
一
一

輸
:
〉
問
。
酌
増
一
一

盟
関
口
0
0

け
新
一
一

と
国
人7
4
U
唯
一
一

・
7
5

一
一
改
選
後
初
の
市
議
会
は
、
十
八
日
品
品
位
一
時
議
事
盤
に
招
集
さ
れ
た
。
六
万
七
千
市
民
の
婆
望
を
に
な
っ
た
選

出

2
4
f

一
二
一
一
一
十

2
5
2
2

塁
、
各
種
議
5
1

、
い
よ
い
よ
、
こ
こ
に
望
書
ス
F

M
m
1
8
1

て
一
一
!
ト
が
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

務
京

E
1

し
四
一

塚
応
体

I
E

士
一
先
づ
鈴
木
雲
監
審
議
官
君
主
ρ

島
津
帯

平

E

持
取
一
一η雲
さ
れ
、
一
止
副
議
長
の
重
喜
一
財
政
委
員
会

人
制
約
一
一
な
わ
れ
た
。
投
票
の
結
果
、
警
は
委
員
議
室
霊

間
遠
藤
精
}
民
へ
十
四
察
)
商
議
長
に
は
一
部
誉
軒
先
加
藤
武

橘
川
兵
一
一
一
郎
民
円
十
五
一
揖
」
が
選
ば
れ
一
委
員
篠
沢
俊
範

引
締
き
各
寝
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
一

n

祭
野
平
七

会
の
委
員
並
び
に
議
合
選
出
教
育
委
員
一

ρ

根
津
鈎
次
郎

監
蚕
議
長
な
ど
を
議
出
し
て
謂
れ
の
初
一

ρ

僚
尾
貞
治

市
議
会
を
開
閉
会
し
た
。
一
〆
金
子
由
口
策

議
長
一

ρ

叫
大
橋
定
勝

遠
藤
精
一
一
文
教
委
員
会

制
醐
議
長
一
委
員
議
藤
沢
俊
範

橘
川
兵
一
一
一
郎
百
委
員
長
加
川
栄

総
務
委
員
会
一
委
員
津
市
出
初
一
一

委
員
長
鳥
海
簿
一

ρ

閏
申
出
品
凶
郎

都
議
員
長
申
丸
豆
斑

7

問
中
軍
務

委
員
加
総
武
プ
開
館
野
平
七

塑
藤
芳
枝
一

ρ

鈴
木
竹
次
郎

川
川
口
寅
一
一
一
一
H

中
出
家
安
治

鈴
木
橋
治
則
一
産
業
委
員
会

邸
中
真
治
一
委
員
蚕
守
麗
党
之
邸

昭和 30&宇品月 1 鼠

の
ζ

て
ば

平
塚
帯
長
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縁
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根
岸
閥
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郎

官
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安
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砂
金
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官
円
減

白H

鳥
海
博

厚
生
委
員
会

委
員
長
加
澱
芳
筏

蹴
委
霞
足
津
間
初
一
一

委
員
加
川
山
栄

疲
辺
丑
五
郎

限
中
沼
田
邸

鈴
木
竹
次
郎

矢
島
藤
造

守
康
覚
之
助

公
営
事
業
委
員
会

委
員
蚕
大
橋
五
勝

副
委
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長
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山
憲
一
一
一

委
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笹
川
清
一
一
一
郎

閣
内
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太
郎



く 2 ) 

}
無
事
に
そ
の
幕
ぞ
と
じ
、
乙
れ
が
成
綴
一
ハ
マ
ダ
ラ
方
め
類
は
j

浅
吉
水
、
一
村
で
は
大
部
分
の
イ
エ
バ
エ
は
家
管
小
一

ζ
ん
で
じ
る
の
で
、
尽
?
に
凶
乙
れ
を

「
ノ
?
」
一
一
-
一

J
/
?

に
つ
い
て
も
、
市
民
皆
様
の
翼
線
と
一
谷
川
、
池
、
首
空
軍
ら
発
生
す
る
。
警
は
、
何
れ
も
一
等
主
し
て
、
塁
審
退
治
す
る

f
s
i
t

響
刀
に
よ
っ
て
、
蓄
な
好
成
警
一
と
い

Z

つ
に
発
生
し
で
、
空
私
一
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
の
童
相
聞
と
な
る
。
一

ζ
と
が
輩
お
で
き
。
便
所
は
シ
?

ふ
釘
叫
邸
趣
向
一
お
さ
め
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
一
た
ち
に
関
係
の
深
い
ア
カ
イ
エ
カ
は
ひ
一
。
政
争
駆
除
す
る
に
は

i

・
第
一
に
水
一
パ
ヱ
、
ヒ
メ
イ
エ
バ
エ
等
の
発
生
掠
と

-
J
S

重
し
ま
す
。
一
と
け
の
あ
也
事
に
阪
主
て
い
る

o

夜
り
を
守
す
る
E

で
あ
る
o

下
水
な
る
か
ら
、
重
口
の
ふ
た
を
完
全
に

告
一
議
に
わ
た
っ
ェ

-
F
}終
戦
後
行
わ
れ
ま
し
た
前
面
一
@
ハ
エ
の
生
態

i
I
汚
物
か
主
要
一
の
時
を
よ
く
す
る
と
と
、
及
び
章
一
し
て
、
密
慨
す
る
と
と
も
に
便
器
量

一
一
言
わ
れ
て
い
ち
い
、
四
月
一
一
一
自
に
一
方
選
一
昔
、
四
月
二
十
三
日
終
選
挙
投
一
と
、
誌
の
市
警
重
要
投
、

i
窓
会
へ
と
霊
室
長
号
、
空
史
、
茶
わ
ん
の
か
号
、
立
し
日
に
は
あ
た
を
、
雪
量
絡
を
す

異
議
会
議
員
、
四
月
十
音
に
は
市
夏
、
開
月
一
一
一
十
目
指
暴
投
書
終
了
一
翼
の
結
果
者
参
考
に
お
智
せ
い
一
し
て
飛
び
あ
号
、
に
く
む
べ
き
ハ
ヱ
一
の
謀
、
震
の
花
立
て
等
、
少
し
で
る
の
が
よ
い
。
ま
「
童
日
露
の

長
、
市
議
会
議
員
室
歪
約
一
ヶ
月
一
と
共
に
、
本
市
と
い
た
し
ま
し
で
は
、
主
主
す
。
一
夜
蚊
と
同
様
に
卵
、
幼
虫
、
さ
な
ぎ
一
も
水
の
溜
る
と
こ
ろ
は
注
意
し
て
、
な
土

γも
芝
居
脅
か
え
し
て
、
さ
な

市
議
会
議
員
選
挙
投
開
票
結
果
一
喜
て
成
警
な
る
。
イ
エ
バ
エ
、
ヒ
一
く
す
る

ζ

￡
で
あ
る
。
と
っ
し
で
も
な
事
退
治
す
る

E

が
必
要
で
あ
る
。

間
附
悶
仲
直
引
閣
引
却
問
民
一
む
れ
れ
れ
訪
問
問
一
日
足
立
話
詰
許
じ

て
揖
挙
選
挙

Z
Z

載
数
一
二
一
一
一
、
六
八
回
一
一
一
九
、
九
六
九
一
一
ニ
モ
限
六
七
一
一
主
望
号
霞
ん
で
繁
殖
す
る
。
一
君
、

B
院
議
事
、
喜
一
き
が
、
空
D
D
Tの
五
議
事

Z
劃
引
z
t
F
J引
っ
引
当
」
引
一
引
が
川
ー
コ

E
出
引
一
ォ
ウ
イ
エ
バ
エ
も
成
虫

2
4
2

聖
書
を
ま
く
。
分
量
は

D
D
2盤
、
天
井
等
に
一
幸
号
、
五
O

T
l
f
i
l
i
-
-十
十
一i
f
i
l
l
-
-

十
i
i

ナ
I
l
l
-
-
j
i
l
i
l
i
-
-
J

ト
ト
ム
一
般
て
冬
を
越
す
が
、
ギ
ン
パ
工
、
ヤ
シ
一
話
事
、
喜
一

O
O
一
平
方
米
当
り
一
立
方
麗
の
警
護
す
る
と
効
果
が
あ

声
同
同
ほ
」
ー
に
内
は
に
ほ
比
四
一
仁
川
口
五
一
一
一
一

γ
パ
エ
?
言
寄
っ
て
、
さ
一
一

O
O立
方
糎
へ
童
話
審
議
一
る
。
そ
の
句
会
の
外
ま
わ
り
や
、
一
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
「
商
蓄
を
一

E

害
販
売
額
は
七
九
億
コ
一
千

一
投
繋
率
一
七
七
@
九

M
N

一
九
一
一
二
ハM

一
八
六
@
六
M
N
一
一
な
ぎ
の
形
で
冬
が
越
し
、
春
に
な
っ
て
一
誌
と
し
で

D
D
T
の
十
分
の
一
で
よ
い
一
統
援
の
壁
等
に
も
月
一
間
悠
吉
く
と
よ
工
を
行
い
、
関
係
各
位
に
苅
し
非
常
な
一
九
百
伊
丹
円
余
り
で
、
一
店
舗
当
り
約
一

一i
i
l
u
i
J
i
l
l

寸
ペ
パ
川
パ
川
川
汁
十J
i
l
i
-
-
i
γ
I
L
I
-
-
i
i

パ
]
一
一
羽
化
す
る
。
一
)
を
ま
く
。
乙
れ
は
大
き
な
水
両
の
場
一
い
。
一
御
室
を
お
か
す
し
て
し
ま
い
ま
し
た
て
六
五

O
高
ほ
か
り
と
な
っ
て
い
ま

同
戸
川
|
同
同
仁
同
い
ほ
に
民
同
日
仁L
巳
は
川
己
一
一
年
間
の
ハ
エ
の
霊
状
態
を
み
る
す
で

3

、
小
さ
い
水
溜
り
等
で
は
一
@
堅
議
閉
め
力
に
よ
っ
て
:
一
が
、
幸
い
に
し
れ
、
葉
県
を
雪
令
、
(
下
雪

一
無
効
一
授
漂
一
一
一
二

O

一
八
五
九
一
回
一
二
九
一
一
と
ミ
農
村
で
は
憂
ー
ま
で
の
開
段
、
ヒ
乙
水
需
品
が
影
饗
す
る
の
で
、
乳
部
手
水
和
友
や
ハ
ヱ
姦
削
除
寸
る
の
に
、
そ
の
伎
一

f
i
I
l
l
i
-
-
j
l
i
l
i
-
­

f
-
t
i
t
-
-
t

日
正
司

1
1
1
1
1
t
1
1
1

二
イ
エ
バ
エ
と
イ
エ
バ
エ
の
大
発
生
が
あ
一
部
を
手
号
、

D
D
T
の
一
誉
会
一
態
宣
く
知
っ
て
裂
を
た
て
る
こ
と
一

?
F
A
O
-
F
h
F

勺
蚊
て
ハ
旦
の
い
な
いj
j
j
j
d

一
位t
j白
川
司
法
持
品
川
句
作
お
許
可
持
品
目

r
u
H
M
パ
一
主
語
障
;
嘉
壁

一
一
一
エ
パ
ヱ
が
変
主
じ
に
多
く
、
イ
エ
バ
エ
一
生
す
る
小
手
芸
溜
り
に
は
一
平
方
米
一
一
的
い
が
、
て
ん
で
ん
ば
:
り
は
円
に
や
っ
一O
採
用
予
定
人
員
一

A
V受
付
場
開

由
主
語

D
b
時
斡
縄
\
i

し
は
秋
に
な
っ
て
大
多
害
発
生

T
G
。
一
当
り
一
グ
ラ
ム
号
、
芸
背
中
む
ら
は
一
た
の
で
は
震
が
乏
し
い
と
い
う

ζ

よ
一
一
憲
;
、00
2

一
E
E
-
­

叩

f
L
Z
L

仁
一
一J

ま
ノ
ず
一
発
生
源
に
よ
重
な
ハ
エ
の
穏
識
を
あ
一
警
か
く
れ
湯
舟
に
な
る
か
ら
、
で
き
で
主
。
一
ニ
等
海
士
一
、

0
0
0名
一

2
2
5
い
長
と
ハ
ヱ
の
喜
一
号
、

j
J
t
j
一
仁
先
生
裁
て
と
力
紙
-
一
三
と
、
一

5
2

るζ
と
が
還
ま
し
、
。
一
手
国
で
も
「
蚊
や
ハ
エ
の
い
な
一
一
一
室
士
一
、

0
0
2

一O志
願
手
続

一
一

l

、
一
一
二
\
?
ぺ
。
了
エ
パ
ェ
、
ヒ
メ
ク
ロ
パ
ェ
、
ヒ
メ
一
。
ハ
ヱ
議
除
す
る
に
は

Z
市
宣
言
」
を
し
て
い
白
鳥
一
一
喜
一
一

L
M
M
J

明
日
明
科
目
日

μ
一
円
れ
れ
臨
時
将
司
町
九
日
お
一
日

H
U
H
R
L一
パ
ロ
ロ
一
一
パ
白
川
日
明
一
日
れ
一
軒
目
百
円
山
口
山
下
一
脚
同
市
民
到
し
れ
均
一
。
応
募
資
格
一
時
れ
れ
れ
説
話

M
J

f
凶
坊
を
実
現
す
る

ζ

と
に
努
的
ま
一
れ
時
一
軒
以
前
刊
一
時
計
百
世
間

J
M
M
一
イ
エ
バ
エ

J

ロ
パ
エ
章
、
一
暴
露
金
に
し

τ
書
す
るE

一
語
一
総
織
的
に
駅
除
じ
た
京
げ
一
特
一
一
昨
日

J
H
M
M
M
一
軒
諮
問
説
明

U
N

量
産
態
・21在
日
本
だ
げ
で
も
す
講
習
一
一
、
一
一
一
日
て
あ
る
か
ら
一
あ
っ
て
、
一
イ
エ
バ
エ
、
サ
シ
パ
エ

i
f

家
章
一
特
に
害
車
か
弓
で
る
ご
み
の
処
一
私
共
も
一
世
主
く
「
蚊
と
ハ
エ
の
一
た
心
身
健
室
男
宅
高
と
し
て
一
て
下
さ
い
。

一
六
十
種
頭
も
あ
っ
て
、
何
れ
も
披
露
一
恩
じ
め
半
数
日
正
警
な
る
。
一
イ
エ
カ
の
類
は

i
i池
、
水
出
、
k
一
屋
一
事
あ
る

0
2

箱
ほ
殺
虫
剤
を
ま
く
一
い
な
い
草
」
返
事
習
い
生
活
一
独
身
者
一
尚
諸
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
庶
務

臨
擁
護
憲
〈
会
街
宣
言
一
]
般
に
イ
エ
カ
の
章
、
与
え
た
ま
り
、
水
警
に
;
一
号
、
車
場
じ
は
正
パ
エ
の
丈
一
存
て
は
不
幸
、
害
事
、
周
一
」
の
で
き
る
よ
う
協
同
し
で
震

Z

一
労
話
皇
室
書
度
以
上
一
線
に
需
い
合
せ
下
さ
い
。

一
そ
の
上
恐
し
い
日
本
脳
炎
の
媒
季
し
?
?
カ
は
大
部
分
成
底
的
警
冬
章
一
ヤ
ブ
カ
の
類
は
・

2
2水
た
ま
り
、
m
守
量
生
野
、
ご
み
溜
で
あ
り
、
雲
聞
の
土
の
中
に
さ
な
ぎ
か
沢
山
も
ぐ
り

Z
う
に
努
い
ま
し
ょ
う
。
工
学
力
書
士
喜
一

一
号
、
ハ
マ
ダ
ラ
カ
は
マ
ラ
リ
ヤ
員
一
し
、
乙
れ
に
対
し
で
ヤ
ブ
カ
の
殺
は
、
一
規
だ
め
、
語
、
竹
の
異
色

f
i
l
i
l
i
l
i
-
-
-
i

十
l
i
l
-
-

一

主
震
を
人
体
に
う
っ
し
で
行
く
。
一
成
事
形
で
な
く
、
要
は
幼
虫
と
し
く
ぼ
み
常
二
…
乳
幼
斑
の
龍
之
一
一
一
計
約
日
計
れ
れ
れ
行
じ
一
学
童
と
脅
し
品
開
一
諸
説
許
持
抑
制

一
つ
ゆ
時
か
ら
夏
へ
む
か
つ
て
〈
調
べ
て
み
ま
し
き
。
不
用
意
長
一
一
山
鍵
嬢
…
一
一
警
な
弓
な
い
き
、
と
り
合
せ
を
上
一
樹
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

5
2
5
一
言
い
ま
す
。

一
:
‘

.. 
、
，
•. 

B

一
事
て
君
主
、
霊
ロ
の
不
安
定
な
六
月
盟
主
十
日
宅
金
額
一
策
士
一
一

i

号
に
な
っ
た
へ
食
後
に
必
ず
う
苦
し
て
下
さ
い
。
蜜
皇
、
脂
肪
、
一
く
と
と
を
議
し
て
、
む
革
主
く
一
次
に
市
雪
郡
部
の
比
較
を
み
ま
す

一
註
怠

L

た
レ
こ
ご
一
便
所
な
ど
は
べ
は
え
の
室
哲
な
り
に
「
口
く
う
衛
生
強
調
遼
薮
」
存
立
が
い
を
す
る
く
せ
を
つ
け
ヱ
下
さ
い
。
一
無
機
運
ヲ

1
ド
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、Z
E
に
ま
で

iお
り
ま
す
が
、
食
一
と
、
小
、
中
、
震
と
も
、
す
べ
て
市

一
票
量
へ
か
げ
て
売
ち
は
、
毎
一
新
鮮
な
事
室
九
で
議
官
競
蚕
し
一
ま
す
し
、
不
用
の
水
た
ま
り
は
蚊
の
笠
れ
ま
す
。
一
慈
善
シ
も

ζ

の
頃
に
な
れ
ば
僚
の
ん
ま
一
り
と
ど
タ
ミ
ン

C
、
日
と
い
う
よ
う
一
物
の
関
係
な
ど
も
あ
っ
て
か
、
な
か
な
一
部
が
郡
霊
長
率
で
き

E

は
考

古
偏
差
}
つ
つ
き
し
い
つ
ゆ
量
一
残
り
も
の
な
ど
不
注
意
に
与
え
な
い
よ
一
床
で
す
。

ζ
っ
た
警
は
、

E

エ
欝
障
害
警
申
し
ま
す
。
与
一
す
が
、
ま
だ
ま
だ
下
手
で
す
か
島
に
一
な
も
の
が
歯
に
は
特
に
大
切
で
す

o

一
か
警
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
歯
き
さ
れ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
、
又

一
さ
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん

a

予
な
っ
す
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ζ

れ
譲
別
と
言
動
か
す
E

で
か
な
り
改
善
三
さ
お
警
育
苦
言
育
て
る
た
一
つ
い
て
い
て
み
て
や
っ
て
下
さ
い
。
一
混
在
最
が
な
く
て
も
放
っ
て
お
一
を
も
っ
て
い
る
書
ぎ
非
常
に
高
い
一
男
女

y♂
比
較
し
て
み
ま
、
全
体
に
女

一
た
気
温
と
霊
の
た
め
、
私
た
ち
の
謀
本
、
チ
フ
ス
等
の
流
行
警
む
す
ん
で
一
れ
ま
す
。
一
め
の
注
意
喜
一
少
し
述
べ
て
丸
ま
し
ょ
う
一
う
が
い
や
留
を
ふ
く
の
に
君
主
暫
く
と
、
む
し
閣
に
な
り
や
す
い
も
の
で
一
状
態
に
あ
り
ま
す
。
一
言
男
子
よ
皇
室
柔
し
て
じ
る

は
色
々
な
豊
富
し
ま
す
。
覇
、
字
供
さ
ん
に
だ
け
で
な
ぐ
、
ど
な
た
に
一
予
防
総
書
翼
で
チ
フ
ス
は
少
く
一
平
塚
保
健
涜
で
川
精
華
も
脅
さ
の
事
倭
語
、
湯
主
で
す
る
よ
り
溺
一
す
。
ー
と

ζ

ウ
が
弗
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
一
先
ず
前
年
度
と
鈎
較
す
る
と
、
ぐ
と
と
も
差
す
べ
き

E
1
0

号
一
チ
フ
ス
等
の
有
害
な
絡
事
、
ハ
工
、
あ
蓄
し
で
い
た
だ
き
た
い
乙
と
で
す
一
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
安
心
は
禁
笠
態
に
つ
い
て
検
雪
講
談
に
応
じ
て
一
巣
か
あ
り
ま
す
。
う
お
薬
蓄
の
蓄
に
ぬ
っ
て
お
ま
一

何
回
一
撃
の
繁
殖
も
感
ん
に
な
り
ま
す
。
と
一
つ
韓
議
事
官
が
少
な
い
だ
す
。
今
月
は
こ
の
予
防
注
射
客
足
お
り
ま
す
の
で
葬
蓮
れ
下
さ
い
。
一
む
し
歯
と
関
空
操
い
関
係
が
あ
一
す
と
、
震
の
り
し
盤
は
ま
に
へ
る
一

い
一
ん
な
不
健
議
な
季
節
を
快
適
に
滋
す
の
一
的
、
問
題
菅
等
が
不
潔
に
な
り
が
主
で
、
一
す
か
ら
、
近
く
の
会
場
で
必
ず
注
射
を
一
子
供
の
む
し
協
は
、
ひ
ど
く
な
っ
て
一
り
ま
す
。
子
供
の
隠
食
は
規
則
正
し
く
一
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ζ
の
一

全
一
に
は
、
売
な
告
に
差
し
た
ら
よ
い
一
皮
膚
病
が
多
い
の
孝
史
的
で
す
か
受
け
る
き
に
与
下
さ
い
。
人
皇
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
童
日

μ非
常
に
さ
日
に
二
店
主
要
終
っ
た
ち
、
夏
且
は
と

ζ
あ
望
者
さ
を
も
し
て
-

一
で
し
ょ
う
か
。
オ
で
き
る
だ
け
警
滑
空
し
た
い
一
病
の
君
主
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
づ
か
し
く
な
り
、
放
っ
て
お
け
は
あ
と
お
票
、
長
吉
孝
す
ぐ
よ
う
に
く
れ
ま
す
。
一

一
ふ
さ
な
子
供
さ
ん
が
語
、
警
で
お
で
す
。
品
物
が
か
び
る
の
も
喜
一
撃
の
進
会
合
で
は
、
善
良
の
成
長
率
脊
に
惑
い
影
響
を
与
え
乏
し
つ
け
て
下
さ
い
。
子
供
が
ほ
し
が
る
一
重
要
省
会
事
忍
?
と

γ
?の
良

一
宛
亡
す
る
の
も
、
つ
ゆ
普
遍
多
い
一
童
手
。
英
気
の
日
を
そ
史
掛
一
つ
で
一
病
気
器
え
と
予
防
で
き
す
。
そ
乙
で
む
し
歯
は
で
き
る
だ
け
主
主
に
だ
ら
し
な
く
長
重
与
え
る
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
て
お
一

一
の
で
す
。
っ
号
さ
け
ら
れ
な
い
の
で
一
長
選
若
者
、
よ
く
日
光
に
さ
一
る
は
ず
で
す
。
一
く
号
付
出
し
て
単
く
治
療
し
て
お
け
一
の
は
、
普
た
吉
島
史
的
じ
も
す
、
豪
か
ら
皇
国
正
人
選
し
て
一

す
か
ら
、
っ
ゅ
に
き
緊
急
J
供
の
一
ち
し
て
下
さ
い
。
義
吉
本
脳
炎
に
一
や
が
て
つ
ゆ
が
過
ぎ
、
案
審
議
官
、
草
売
も
い
ゃ
か
ら
な
じ
に
む
一
監
禁
あ
り
ま
す
。
永
久
歯
は
凡
れ
で
す
一
お
い
話
す
。
雪
チ
が
そ
ろ
っ
て
警
一

音
響
霊
平
骨
量
で
き
る
よ
う
関
係
の
深
い
ハ
エ
や
紋
の
務
昔
、
ち
が
か
が
や
品
、
あ
な
た
の
重
品
一
し
歯
を
く
い
と
め
る

E

か
で
喜
工
主
主
ハ
才
ま
で
の
閲
に
で
き
老
も
一
美
し
ぐ
す
る
た
め
、
日
常
生
吉
正
し
一

一
口
十
時
刊
誌
川
郡
山
山
一
れ
れ
れ
れ
口
町
怒

g
f
が
き

E
Z

背
し
ま
す
一
緒
対
日
一
切
認
可
く
一
日
口
説
訪
問
一
援
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
一

昭和 30 年在 ß 1 日

の穂積
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